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相
直
に
よ
る

都
心
直
通
ル
ー
ト
の
確
立

東
武
鉄
道
が
初
め
て
他
社
線

と
の
相
互
乗
り
入
れ
を
開
始
し

た
の
は
昭
和
37
年
。
北
越
谷

－

人
形
町
間
で
、
伊
勢
崎
線
と
営

団
（
現
・
東
京
メ
ト
ロ
）
日
比

谷
線
の
相
互
直
通
運
転
（
相

直
）
が
始
ま
り
、
東
武
鉄
道
の
電
車
が
北
千
住

駅
か
ら
日
比
谷
線
の
線
路
に
入
っ
た
。
昭
和
39

年
に
は
日
比
谷
線
の
全
通
に
よ
り
中
目
黒
駅
ま

で
の
乗
り
入
れ
を
開
始
、
東
急
東
横
線
と
も
つ

な
が
っ
た
。

「
こ
の
相
直
実
現
に
よ
っ
て
、
東
武
鉄
道
の

積
年
の
夢
だ
っ
た
都
心
進
出
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
鉄
道
事
業
本
部
計
画
管
理
部
の
髙

野
寿
久
部
長
は
、
そ
の
意
義
を
語
る
。

ま
た
、
こ
の
相
直
を
一
つ
の
契
機
に
、
輸
送

力
増
強
を
目
指
す
複
々
線
化
を
進
め
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
と
い
う
。
昭
和
49
年
に
関
東
民
鉄
初

と
な
る
北
千
住

－

竹
ノ
塚
間
の
複
々
線
化
が
完

成
し
、
そ
の
後
も
複
々
線
化
を
延
伸
。
平
成
13

年
に
は
、
北
千
住

－

北
越
谷
間
18
・
9
㎞
が

複
々
線
と
な
り
、
現
在
の
よ
う
な
緩
急
分
離
に

よ
る
高
密
度
運
転
と
優
等
列
車
に
よ
る
高
速
運

転
が
可
能
に
な
っ
た
。

現
在
、
日
比
谷
線
ル
ー
ト
は
、
北
千
住
駅
を
介

し
て
、
日
光
線
・
南
栗
橋
駅
か
ら
日
比
谷
線
中
目

黒
駅
ま
で
運
行
し
て
い
る
。

都
心
部
で
は
さ
ら
に
平
成
15
年
、
伊
勢
崎

線
・
日
光
線
と
営
団
半
蔵
門
線
、
東
急
田
園
都

市
線
と
乗
り
入
れ
を
開
始
。
久
喜
駅
・
南
栗
橋

駅

－

押
上
駅

－

渋
谷
駅

－

中
央
林
間
駅
間
に
３

社
の
直
通
電
車
が
運
行
し
て
い
る
。

「
日
比
谷
線
と
の
相
直
ル
ー
ト
は
真
っ
す
ぐ

都
心
部
に
乗
り
入
れ
て
い
く
の
に
対
し
、
半
蔵

門
線
は
錦
糸
町
な
ど
商
業
地
を
経
由
し
て
都
心

部
に
入
っ
て
い
く
。
特
徴
の
異
な
る
二
つ
の
都

心
直
通
ル
ー
ト
が
で
き
た
」と
髙
野
部
長
は
説

明
す
る
。

ま
た
、
都
心
部
に
向
か
う
に
は
半
蔵
門
線

ル
ー
ト
の
方
が
距
離
が
長
く
な
る
た
め
、
北
千

住

－

曳
舟
間
で
急
行
運
転
を
開
始
し
、
所
要
時

間
の
短
縮
を
図
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
日
比
谷

線
ル
ー
ト
か
ら
半
蔵
門
線
ル
ー
ト
に
シ
フ
ト
す

る
お
客
さ
ま
も
多
く
、
日
比
谷
線
の
混
雑
緩
和

に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
う
。

交
流
人
口
を
創
出
す
る
観
光
路
線
の
強
化

一
方
、
観
光
路
線
で
も
、
他
社
線
と
の
相
直

で
、
交
流
人
口
の
創
出
に
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
東
武
鉄
道
の
路
線
は
、
１
都
４
県
に

わ
た
っ
て
い
る
が
、
南
東
北
に
ま
で
運
行
エ
リ

ア
を
拡
大
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
昭

和
61
年
に
開
始
し
た
野や

が
ん岩

鉄
道
と
の
相
直
だ
。

こ
の
時
点
で
は
、
浅
草
駅

－

会
津
高
原
駅

（
現
・
会
津
高
原
尾
瀬
口
駅
）
間
の
運
行
だ
っ

た
が
、
平
成
２
年
、
そ
の
先
の
会
津
鉄
道
会
津

田
島
駅
ま
で
の
乗
り
入
れ
が
始
ま
っ
た
。

東武鉄道株式会社
鉄道事業本部 計画管理部長

髙野寿久
Toshihisa TAKANO

５
社
相
互
直
通
運
転
で

東
武
伊
勢
崎
線
が
営
団
（
現
・
東
京
メ
ト
ロ
）
日
比
谷
線
と
の

相
互
直
通
運
転
を
開
始
し
た
の
は
昭
和
37
年
。

以
降
、
東
武
鉄
道
は
積
極
的
な
相
互
直
通
運
転
を
通
じ
て
、

首
都
圏
に
広
域
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き
た
。

平
成
25
年
３
月
に
は
、

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
と
東
急
東
横
線
の
乗
り
入
れ
開
始
に
よ
り
、

東
武
鉄
道
、
西
武
鉄
道
、
横
浜
高
速
鉄
道
、
５
社
７
線
の
相
互
直
通
運
転
が
実
現
し
て
い
る
。

東
武
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
「
相
直
効
果
」
を
紹
介
す
る
。

特
集
：
交
流
人
口
の
創
出

［
点
か
ら
線
へ
。
沿
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
東
武
鉄
道
の
成
長
戦
略
］
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特集：交流人口の創出
［点から線へ。沿線ネットワークを活かした東武鉄道の成長戦略］

「
当
社
沿
線
の
浅
草
と
日
光
・
鬼
怒
川
に
、

南
会
津
地
区
の
豊
か
な
観
光
資
源
が
加
わ
り
、

観
光
路
線
と
し
て
の
一
大
動
脈
が
で
き
た
。
両

鉄
道
と
連
携
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
も
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
髙
野
部
長
は
話
す
。

こ
の
相
直
を
契
機
に
、
東
武
鉄
道
で
は
５
月

末
か
ら
10
月
の
シ
ー
ズ
ン
中
、
尾
瀬
の
ハ
イ
キ

ン
グ
客
を
対
象
に
、
民
鉄
で
は
珍
し
い
夜
行
列

車
「
尾
瀬
夜
行
」
を
、
冬
季
に
は
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
客
専
用
の
「
ス
ノ
ー
パ
ル
23
：

55
」
を
運
行
。
列
車
な
ら
で
は
の
快
適
性
と
、

近
年
の
長
距
離
バ
ス
の
値
上
げ
な
ど
を
背
景

に
、
乗
車
率
が
上
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
17
年
に
は
、
会
津
鉄
道
の
「
Ａ

Ｉ
Ｚ
Ｕ
マ
ウ
ン
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
号
」
が
Ｊ
Ｒ

東
日
本
・
会
津
若
松
駅
（
一
部
、
喜
多
方
駅
）

を
出
発
駅
に
、
会
津
鉄
道
・
野
岩
鉄
道
を
経
由

し
て
鬼
怒
川
温
泉
駅
ま
で
の
直
通
運
転
を
開

始
、
相
互
の
誘
客
を
進
め
て
い
る
。

続
い
て
平
成
18
年
に
は
、
新
宿
駅

－

東
武
日

光
駅
・
鬼
怒
川
温
泉
駅
間
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

特
急
列
車
の
相
互
直
通
運
転
を
開
始
し
た
。

「
増
加
す
る
マ
イ
カ
ー
旅
行
客
へ
の
対
応
策

と
し
て
、
共
同
運
行
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
そ

れ
ま
で
日
光
・
鬼
怒
川
は
、
浅
草
や
上
野
な
ど

東
京
の
東
側
を
起
点
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の

相
直
で
、
東
京
の
西
側
の
お
客

さ
ま
に
も
広
く
認
知
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
幅
広
い
エ

リ
ア
か
ら
日
光
・
鬼
怒
川
に
お

越
し
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
、

髙
野
部
長
は
そ
の
相
直
効
果
を

語
っ
て
い
る
。

画
期
的
な
５
社
に
よ
る
相
直

そ
し
て
平
成
25
年
３
月
、
東
急
東
横
線
と
東

京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
の
接
続
に
よ
り
、
東
武
東

上
線
、
西
武
池
袋
線
・
西
武
有
楽
町
線
、
横　

浜
高
速
鉄
道
み
な
と
み
ら
い
線
の
５
社
相
互
直

通
運
転
が
実
現
し
た
。

東
武
東
上
線
に
お
い
て
は
、
昭
和
62
年
の
段

階
で
、
営
団
（
当
時
）
有
楽
町
線
と
相
直
を
開

始
し
、
混
雑
緩
和
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
を
図
る
一

方
で
、
銀
座
方
面
へ
の
直
通
電
車
を
乗
り
入
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
と

も
平
成
20
年
か
ら
相
直
を
行
い
、
新
宿
・
渋
谷

方
面
へ
直
通
電
車
を
走
ら
せ
、
輸
送
力
の
改
善

を
積
み
重
ね
て
い
た
。　

５
社
相
直
に
よ
っ
て
、
東
上
線
ル
ー
ト
は
森

林
公
園
駅

－

和
光
市
駅

－

渋
谷
駅

－

横
浜
駅

－

元

町
・
中
華
街
駅
の
相
直
区
間
距
離
88
・
６
㎞
に
、

西
武
線
ル
ー
ト
は
飯
能
駅

－

小
竹
向
原
駅

－

渋

谷
駅

－

横
浜
駅

－

元
町
・
中
華
街
駅
の
相
直
区

間
距
離
80
・
５
㎞
に
延
伸
。
埼
玉
県
西
部
か
ら

東
京
副
都
心
を
抜
け
て
横
浜
方
面
に
至
る
広
域

的
な
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
。

各
都
市
間
の
所
要
時
分
も
、
川
越

－

横
浜
間
が

相
直
前
の
86
分
か
ら
最
短
78
分
に
、
所
沢

－

横

浜
間
で
同
78
分
か
ら
最
短
66
分
に
短
縮
さ
れ
て

東武鉄道株式会社
鉄道事業本部 東上業務部長

眞島 朗
Rou MAJIMA
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い
る
。

こ
の
５
社
相
直
は
「
世
界
に
も
全
く
類
例
を

見
な
い
民
鉄
５
社
７
線
に
よ
る
広
域
速
達
タ
イ

プ
の
相
互
直
通
運
転
」
を
実
現
し
た
と
し
て
、

第
12
回
日
本
鉄
道
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

東
上
線
に
見
ら
れ
る
相
直
効
果

　
こ
の
相
直
で
大
き
く
注
目
さ
れ
た
の
は
、

人
々
の
新
た
な
流
動
だ
。
路
線
の
シ
ー
ム
レ
ス

化
に
よ
っ
て
、
乗
り
換
え
な
し
で
埼
玉
県
と
神

奈
川
県
を
、
東
京
を
越
え
て
行
き
来
す
る
。
こ

れ
ま
で
の
相
直
は
、
主
に
通
勤
通
学
の
利
便
性

向
上
を
目
的
に
東
京
と
他
都
市
を
結
ぶ
も
の

だ
っ
た
が
、
５
社
相
直
は
従
前
の
相
直
効
果
を

は
る
か
に
上
回
る
広
範
囲
な
人
の
流
れ
を
創
出

し
て
い
る
。

東
武
東
上
線
沿
線
で
最
も
顕
著
な
効
果
が
見

ら
れ
る
の
は
川
越
駅
だ
。
川
越
は
「
小
江
戸
」

と
称
さ
れ
る
人
気
の
観
光
地
だ
が
、
５
社
相
直

が
さ
ら
に
大
き
な
弾
み
と
な
り
、
川
越
駅
の
定

期
外
乗
車
人
員
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

東
武
鉄
道
で
は
、
相
直
前
か
ら
川
越
地
区
へ

の
観
光
客
を
対
象
に
、
東
上
線
の
運
賃
割
引
や

川
越
地
区
で
の
東
武
バ
ス
１
日
乗
り
放
題
な
ど

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
周
遊
券
「
小
江
戸
川
越

ク
ー
ポ
ン
」
を
販
売
し
て
い
る
。
相
直
後
は
、

東
急
東
横
線
の
発
駅

－

渋
谷
駅
間
の
運
賃
割
引

と
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心

線
１
日
乗
り
放
題
を
加

え
た
「
東
急 

東
武
東

上
線 

小
江
戸
川
越
ク
ー

ポ
ン
」
も
開
始
し
た
。

「『
小
江
戸
川
越
ク
ー

ポ
ン
』
は
相
直
開
始
で

１
・
３
倍
の
販
売
実
績

を
残
し
て
い
る
。
平
成

26
年
度
の
販
売
枚
数
は

１
万
５
０
０
０
枚
。
川

越
は
訪
日
外
国
人
観
光

客
が
増
え
て
お
り
、
３

割
ぐ
ら
い
は
外
国
人
観

光
客
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
相
直
以
降
、
観
光

客
が
確
実
に
増
え
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
」
と
鉄
道
事
業
本
部

東
上
業
務
部
の
眞
島
朗

部
長
は
語
る
。

相
直
運
転
開
始
を
契
機
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
乗
車
券
の
開
発
も
進
め
た
。
東
上
線
各
駅
の

往
復
乗
車
券
に
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
全
線

と
東
急
線
の
渋
谷

－

自
由
が
丘

－

二
子
玉
川
間

エ
リ
ア
の
乗
り
降
り
自
由
を
セ
ッ
ト
に
し
た

「
東
上
東
急
線
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
チ
ケ
ッ
ト
」

や
、
東
上
線
各
駅
と
東
急
東
横
線
全
線
の
往
復

乗
車
券
に
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
全
線
と
横

浜
高
速
み
な
と
み
ら
い
線
全
線
の
乗
り
降
り
自

由
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
東
上
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド

き
っ
ぷ
」
な
ど
、
こ
れ
ら
の
企
画
乗
車
券
は
、

計
1
万
８
０
０
０
枚
（
平
成
26
年
度
）
の
販
売

実
績
を
上
げ
て
い
る
。

「
他
社
線
と
の
相
互
誘
客
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
沿
線
を
活
性
化
し
、
沿
線
価
値
を
高
め
て

い
く
」
と
眞
島
部
長
は
語
る
。

事
実
、
東
上
線
沿
線
の
一
部
で
は
、
定
住
人

口
の
増
加
が
推
測
さ
れ
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
そ

う
だ
。
現
在
、
主
要
駅
の
1
日
当
た
り
の
お
お

よ
そ
の
乗
降
人
員
は
池
袋
駅
が
47
万
人
、
和
光

市
駅
16
万
人
、
朝
霞
台
駅
15
万
人
、
川
越
駅

12
万
人
で
、
川
越
市
や
和
光
市
で
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
な
ど
が
進
み
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
乗
車

人
員
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

「
通
学
利
用
は
減
少
し
て
い
る
が
、
通
勤
利

用
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
需
要
の
伸
び

が
沿
線
の
雇
用
を
進
め
て
い
る
よ
う
だ
。
相
直

効
果
は
、
わ
れ
わ
れ
の
予
想
を
大
き
く
超
え
て

現
れ
て
い
る
」
と
眞
島
部
長
は
語
っ
て
い
る
。

東
上
線
の
利
便
性
向
上
策

東
上
線
は
平
成
26
年
５
月
に
開
業
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
。
５
社
相
直
に
続
い
て
１
０
０
周

年
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
華
や
か
な
話

題
が
多
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
乗
客
の
利
便
性

や
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
も
堅
実
に

進
め
て
い
る
。

平
成
20
年
に
導
入
さ
れ
た
座
席
定
員
制
列
車

「
Ｔ
Ｊ
ラ
イ
ナ
ー
」
は
池
袋
発
の
下
り
列
車
で
、

座
席
指
定
で
は
な
い
が
、
３
１
０
円
の
着
席
整

理
券
の
購
入
で
着
席
が
確
保
さ
れ
る
。
平
日

は
、
18
時
か
ら
22
時
50
分
ま
で
に
10
本
を
運

行
。
昨
年
７
月
か
ら
は
毎
週
金
曜
日
に
、
さ
ら

に
今
年
５
月
か
ら
は
毎
週
木
曜
日
に
も
23
時
20

分
発
の
臨
時
便
を
増
発
し
た
。
土
休
日
は
17
時

～
20
時
に
６
本
運
行
し
て
い
る
。

仕
事
帰
り
や
買
い
物
を
済
ま
せ
た
沿
線
住
民

■東武鉄道路線図
（相互直通運転の現況）
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崎
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東
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師
線

亀
戸
線

東
武
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カ
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ラ
イ
ン

東
武
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バ
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ク
ラ
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ン

宇
都
宮
線

会津鉄道

池袋

北千住

曳舟

押上

浅草

亀戸

新宿

元町・中華街

横浜高速
みなとみらい線

東京メトロ日比谷線東京メトロ日比谷線

東京メトロ有楽町線

東京メトロ半蔵門線

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線

東急田園都市線 東
急
東
横
線

横浜

中央林間 中目黒
銀座

錦
糸
町

渋谷
大手町

新木場

上野

新
鎌
ヶ
谷

船橋

和光市

大師前 西新井

柏

流山
おおたかの森

寄居

小川町

森林公園　　　　　

越
生 坂戸

川越

羽生

久喜

春日部

大宮

浦和

栗橋

東武動物公園

栃木

伊勢崎

太田

西小泉

館林

佐野

葛生

東小泉

相老

赤城

会津若松
喜多方

会津田島
会津高原尾瀬口

鬼怒川温泉

東武日光
下今市

新栃木

東武宇都宮

新藤原

南栗橋

他社線

相互直通路線

①東京メトロ日比谷線
　（南栗橋～北千住～中目黒）
②東京メトロ半蔵門線・東急田園都市線
　（久喜、南栗橋～押上～渋谷～中央林間）
③東京メトロ有楽町線
　（森林公園～和光市～新木場）
④東京メトロ副都心線・東急東横線・
　横浜高速鉄道みなとみらい線
　（森林公園～和光市～渋谷～横浜～元町・中華街）
⑤ＪＲ線
　（東武日光、鬼怒川温泉～新宿）
⑥野岩鉄道・会津鉄道
　（会津高原尾瀬口、会津田島方面）

①

②

③④
⑤

⑥
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の
利
用
が
多
く
、
顧
客
満
足
度
調
査
で
の
評
価

も
高
い
。
平
成
26
年
１
月
に
は
乗
客
数
５
０
０ 

万
人
を
達
成
し
、
平
日
は
ど
の
便
も
ほ
ぼ
満
席

だ
と
い
う
。

「
東
上
線
で
は
特
急
列
車
を
運
行
し
て
い
な
い

が
、
着
席
ニ
ー
ズ
は
確
実
に
あ
る
。
車
両
の
効
果

的
な
運
用
の
た
め
、
昼
間
は
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
で

使
用
し
、
夜
は
座
席
を
回
転
さ
せ
て
ク
ロ
ス

シ
ー
ト
で
使
用
し
て
い
る
」（
眞
島
部
長
）

利
用
者
か
ら
朝
の
運
行
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
多

か
っ
た
た
め
、
平
成
28
年
春
か
ら
は
朝
の
通
勤

時
間
帯
に
お
け
る
上
り
列
車
も
運
行
す
る
予
定

だ
。安

全
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
東
武

ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
の
船
橋
駅
と
柏
駅
に

可
動
式
ホ
ー
ム
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
東

上
線
で
も
、
和
光
市
駅
が
今
年
度
、
川
越
駅
は

平
成
29
年
度
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
当
社
線
沿
線
で
ゴ
ル
フ
や
射
撃
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
線
・
東
上
線
と
も
に
主
要
駅
お
よ
び
会

場
最
寄
り
駅
を
中
心
に
受
け
入
れ
環
境
を
整
備

し
、
安
全
・
快
適
・
親
切
な
東
武
沿
線
を
目
指

し
て
い
く
」
と
、
髙
野
部
長
は
語
っ
て
い
る
。

利
用
機
会
の
掘
り
起
こ
し
と
鉄
道
の
魅
力

今
後
の
交
流
人
口
創
出
策
に
つ
い
て
、
髙
野

部
長
は
、
そ
の
一
例
と
し
て
「
沿
線
、
特
に
北

関
東
は
車
社
会
。
お
客
さ
ま
が
鉄
道
を
使
っ
て

都
心
部
に
向
か
う
機
会
を
い
か
に
つ
く
っ
て
い

く
か
」
と
、
新
た
な
利
用
機
会
の
掘
り
起
こ
し

を
挙
げ
る
。

ま
た
、
眞
島
部
長
は
「
１
０
０
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
で
、
車
両
を
か
つ
て
の
東
上
線
で
使
用

し
て
い
た
セ
イ
ジ
ク
リ
ー
ム
に
塗
装
し
た
ら
、

大
勢
の
お
客
さ
ま
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
。『
乗 

っ
て
楽
し
い
電
車
』
に
よ
る
誘
客
も
必
要
だ
と

思
う
」
と
乗
客
に
訴
求
す
る
鉄
道
の
魅
力
に
つ

い
て
言
及
す
る
。

東
武
鉄
道
で
は
、
他
社
線
と
の
積
極
的
な
相

直
運
転
を
行
い
、
一
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
き
た
。
広
域
に
わ
た
る
沿
線
に
は
北
千
住

駅
、
和
光
市
駅
、
大
宮
駅
、
柏
駅
、
船
橋
駅
、

春
日
部
駅
な
ど
、
各
エ
リ
ア
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

拠
点
が
あ
る
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
と

い
う
新
た
な
一
大
拠
点
が
、
日
光
・
鬼
怒
川
な

ど
の
観
光
拠
点
と
つ
な
が
り
、
各
エ
リ
ア
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
拠
点
と
結
び
付
く
。
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
拡
充
、
そ
し
て
利
便
性
や

安
全
性
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組
み
続
け
る

―
―
東
武
鉄
道
は
公
共
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
鉄
道

路
線
を
守
り
、
鉄
道
事
業
を
時
代
に
即
し
た
形

で
今
後
も
発
展
さ
せ
て
い
く
。

セイジクリームの特別塗装車（画像提供：東武鉄道株式会社）

1５社相互直通運転で、東京メトロ副都心線、東急東横線の車両が走る和光市駅 2神奈川方面か
らの観光客が増えている小江戸川越 3ＪＲ東日本との接続駅である川越駅 4東上線の輸送力を支
える複々線区間（朝霞駅付近） 5ＪＲ東日本とは特急列車の相互直通運転を実施している 67東
上線で運行する座席定員制列車「ＴＪライナー」（467画像提供：東武鉄道株式会社）

1 2 3

5 6

74
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観
光
客
増
加
で
受
け
入
れ
態
勢
を
強
化

―
―
川
越
市
の
概
要
か
ら
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

川
合　

川
越
は
、
大
正
11
年
に
埼
玉
県
で
最
初

に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
都
市
で
、
平
成
15
年
に

は
県
内
初
の
中
核
市
と
な
り
ま
し
た
。

都
心
か
ら
30
㎞
圏
内
に
位
置
し
、
市
中
心
部

に
東
武
東
上
線
と
Ｊ
Ｒ
川
越
線
の
川
越
駅
、
東

武
東
上
線
の
川
越
市
駅
、
西
武
新
宿
線
の
本
川

越
駅
の
3
駅
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
40
年
代
に
鉄

道
沿
線
地
域
の
住
宅
開
発
で
都
市
化
が
急
速
に

進
み
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
相
ま
っ

て
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。
昭
和
40
年
当
時
13
万
人
弱
だ
っ
た

人
口
は
、
平
成
27
年
４
月
現
在
、
約
34
万
９
０

０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古
く
は
江
戸
時
代
に
川
越
藩
の
城
下
町
と
し

て
栄
え
、
当
時
の
都
市
計
画
で
川
越
街
道
を
整

備
し
た
こ
と
や
、
新
河
岸
川
を
利
用
し
た
舟
運

で
、
物
流
が
発
達
し
た
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
と
直
結
し
た
物
資
の
集
積
地
で
あ
り
、
埼

玉
県
南
西
部
の
中
心
地
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
逆

に
江
戸
か
ら
入
っ
て
き
た
文
化
の
影
響
を
受
け
、

「
小
江
戸
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
以
降
も
商
人
た
ち
が
活
躍
し
、
商
業
都
市

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

―
―
鉄
道
の
敷
設
は
い
つ
ご
ろ
に
な
り
ま
す
か
。

川
合　

最
初
は
明
治
28
年
の
川
越
鉄
道
（
現
・

西
武
新
宿
線
）
で
、
大
正
３
年
に
は
東
上
鉄
道

（
現
・
東
武
東
上
線
）
が
、
昭
和
15
年
に
は
国

鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
川
越
線
が
開
業
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
東
上
鉄
道
の
開
業
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で

新
河
岸
川
や
川
越
街
道
な
ど
を
使
用
し
て
い
た

物
流
が
鉄
道
に
移
行
し
、
川
越
は
大
き
く
発
展

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
武
東
上
線
は
、

旅
客
・
貨
物
輸
送
の
両
面
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
昭
和
50
年
代
か
ら
蔵
造
り
の
町
並
み

を
残
そ
う
と
市
民
主
導
で
保
存
運
動
が
起
こ

り
、
江
戸
情
緒
あ
ふ
れ
る
町
並
み
に
魅
か
れ
て

大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
鉄
道
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

―
―
平
成
25
年
３
月
に
5
社
相
互
直
通
運
転

（
相
直
）
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
川
越
へ
の
影

響
は
い
か
が
で
し
た
か
。

川
合　

相
直
が
開
始
さ
れ
た
年
の
川
越
の
観
光

客
数
は
６
３
０
万
２
０
０
０
人
で
、
前
年
比
で

６
万
５
０
０
０
人
増
、
ま
た
そ
の
翌
年
は
さ
ら

に
増
え
て
、
６
５
７
万
９
０
０
０
人
に
達
し
て

い
ま
す
。
こ
の
す
べ
て
が
相
直
効
果
だ
と
言
え

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
横
浜
と

川
越
が
乗
り
換
え
な
し
で
行
き
来
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
と
推
測
で
き

ま
す
。

と
い
う
の
は
、
市
で
行
っ
て
い
る
観
光
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
直
通
運
転
開
始
後
の

平
成
25
年
４
月
か
ら
12
月
の
結
果
で
は
、
神
奈

川
県
か
ら
訪
れ
た
方
の
割
合
が
前
年
の
同
時
期

に
比
べ
て
５
・７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
12
・
６
％

を
占
め
て
い
た
ん
で
す
。
横
浜
方
面
か
ら
来
ら

れ
る
方
が
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
ね
。

―
―
相
直
を
契
機
に
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

は
行
わ
れ
た
の
で
す
か
。

川
合　

直
通
運
転
が
開
始
さ
れ
る
２
年
前
か

ら
、
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
な
ど
で
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
実
際
に
相
直
開
始
当
日
に

江
戸
情
緒
が
漂
う
「
小
江
戸
川
越
」
は
、

都
心
か
ら
気
軽
に
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
人
気
の
観
光
地
だ
が
、

５
社
相
互
直
通
運
転
の
開
始
で
、
そ
の
賑
わ
い
が
一
層
増
し
て
い
る
。

つ
な
が
っ
た
先
に
は
港
町
や
中
華
街
の
あ
る
横
浜
が
あ
り
、

対
比
さ
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

川
越
の
魅
力
が
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
。

そ
の
観
光
施
策
に
つ
い
て
、
川
合
善
明
川
越
市
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

５
社
相
互
直
通
運
転
を
追
い
風
に
、

「
時
薫
る
ま
ち
川
越
」の

観
光
施
策
を
強
化

川越市長

川合善明
Yoshiaki KAWAI

文◉茶木　環／撮影◉織本知之／写真提供◉川越市
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は
、
私
も
横
浜
駅
で
川
越
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
や
情
報
番
組
で
川

越
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、

川
越
の
認
知
度
は
、
相
直
前
と
比
べ
る
と
数
段

ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

―
―
そ
う
し
た
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
取
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

川
合　

3
駅
周
辺
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
川
越
の
玄
関
口
で
あ
る
川
越
駅
西
口
駅

前
広
場
の
整
備
を
実
施
し
た
ほ
か
、
今
年
３
月

に
は
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
埼
玉
県
と
川
越
市
が
整
備
し
た
複
合
拠
点

施
設
で
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
用
意
し
、
公
益
社
団
法
人
小
江
戸
川
越
観

光
協
会
が
認
定
す
る
ブ
ラ
ン
ド
産
品
「
川
越
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
7
月
か

ら
約
１
７
０
０
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
も
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
、
新
た
な
文
化
芸
術
の
拠
点
と

し
て
、
地
元
の
方
に
も
観
光
の
方
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
、
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け

る
「
元
町
休
憩
所
」
を
蔵
造

り
の
町
並
み
近
く
に
新
設
し

ま
し
た
。
約
１
０
０
人
が
休

憩
で
き
る
の
で
、
学
校
行
事

な
ど
で
訪
れ
た
児
童
・
生
徒

た
ち
の
休
憩
や
食
事
場
所
と

し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
観
光
客
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
公
衆
ト
イ

レ
の
新
設
や
古
い
施
設
の
改

修
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
街
中
を
気
軽
に

周
遊
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
導
入
し
ま
し
た
。

無
人
で
自
転
車
の
貸
し
出
し
や
返
却
を
行
え
る

駐
輪
場
を
10
カ
所
設
置
し
、
ど
こ
で
借
り
て
も

返
し
て
も
よ
く
、
一
定
時
間
内
で
の
利
用
で
あ

れ
ば
、
基
本
料
金
２
０
０
円
で
１
日
何
度
で
も

利
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
金
沢
の
自
転
車

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
双
方
で
新
た
な
手
続
き
な
し

で
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
北

陸
新
幹
線
の
開
業
を
機
に
金
沢
か
ら
の
お
客
さ

ま
が
増
え
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

媒
体
の
多
言
語
化
で
海
外
で
も
営
業
活
動

―
―
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
ゴ
ル
フ
の
競
技
会
場
が
川
越
市
と
な
る
予

定
で
す
が
、
準
備
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

川
合　

川
越
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は
順

調
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
さ
ら
に
本
市

を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
媒
体
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
現
在
、
英
語
・
中
国
語
（
繁
体
字
と

簡
体
字
）・
韓
国
語
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
対

応
す
る
言
語
を
増
や
す
予
定
で
す
。
ま
た
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
は
日
本
語
・
英
語
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
８
カ
国
語
の
字
幕
を
用
意
し
て

お
り
、
今
後
は
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
が
多
い

東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中
心
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て

い
く
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
街
中
の
サ
イ
ン
類
の
多
言
語
化

や
無
料
Ｗ
ｉ︲

Ｆ
ｉ
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
市
の
職
員
も
自
主
的
に
英
会
話

な
ど
の
勉
強
を
始
め
る
者
が
増
え
て
い
ま
す

ね
。

―
―
そ
う
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
策
に
お
い
て
、

民
間
と
連
携
し
た
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
。

川
合　

外
国
人
観
光
客
の
方
々
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
に
触
れ
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
観
光
協
会
主
催
で
毎
月
18
日
に

行
っ
て
い
る
「
川
越
き
も
の
の
日
」
で
は
、
着

物
姿
で
街
中
を
散
策
い
た
だ
く
と
、
協
賛
店
で

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
観
光
客
に
は

レ
ン
タ
ル
着
物
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
き
も
の
の
日
に
は
、
市
役
所

の
窓
口
で
職
員
が
半
纏
を
着
て
応
対
し
て
お

り
、
市
民
か
ら
も
好
評
で
す
。
今
後
は
、
例
え

ば
街
中
の
商
店
の
方
に
も
そ
れ
ぞ
れ
屋
号
が

入
っ
た
半
纏
を
着
て
も
ら
う
な
ど
、
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
武
鉄
道
で
は
今
年
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
パ

ス
（K

A
W

A
GO

E D
ISCO

U
N

T
 PA

SS

）
の

販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
11
月
に
は
市
と

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
で
、
台
北
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

や
お
も
て
な
し
の
方
策
を
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

川
合　

東
京
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
来
ら

れ
る
反
面
、
平
均
滞
在
時
間
が
半
日
と
短
く
、

観
光
客
数
の
割
に
は
経
済
効
果
が
そ
れ
ほ
ど
大

き
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
、
民

間
で
動
き
が
出
て
い
る
の
が
、
踊
り
・
三
味

線
・
謡う

た
い

と
い
っ
た
伝
統
和
芸
を
復
活
さ
せ
て
食

事
の
席
で
披
露
す
る
試
み
で
、
滞
在
型
の
観
光

に
結
び
付
け
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
域
観
光
と
い
う
意
味
で
は
、
数
年

前
か
ら
、
秩
父
の
観
光
協
会
と
川
越
の
観
光
協

会
が
提
携
し
て
、
相
互
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
川
越
の
喜
多
院
に
は
江
戸
城
か

ら
移
築
し
た
家
光
誕
生
の
間
が
あ
り
、
東
照
宮

も
あ
り
ま
す
の
で
、
徳
川
家
と
ゆ
か
り
の
あ
る

日
光
や
静
岡
と
連
携
し
た
観
光
施
策
を
進
め
て

い
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

市指定文化財の「時の鐘」。現在の鐘楼は明治 26 年の川越大火
の翌年に再建された。1日に4回、鐘の音を響かせている

昭和 4 年開業、85 年以上の歴史を誇る「霞ヶ関カンツリー倶楽部」。東京オ
リンピックでゴルフ競技の会場になることが予定されている


